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 「子どものかんしゃくについて相談したい」ということで訪れたお母さん。話を聞いてい

ると、子どものことよりもご主人に対する不満がありイライラするとのこと。「ご主人のど

んなところが？」と聞くと、「普段は何もしないのに、気が向いたら洗濯物を干すことがあ

る。でも、シワシワのまま干さないで欲しい」とか「ちょっと話を聞いてほしいだけなのに、

それはお前がこうしないからいけない、と正論を言われるので、話さない方が良かった！」

とあふれ出てきます。こうした夫婦やパートナーへの不満といった相談もたくさんありま

す。そもそも不満に感じるのは、相手に対して「～して欲しい」という思い（期待）がある

からです。ただ、こちらがして欲しいことを相手がしてくれないと、自分の気持ちを分かっ

てもらえなかったと感じてしまいます。更に、それが何度も続くと「拒否された」とショッ

クを受け、話をしよう、関わろうということを諦めてしまうことになりかねません。絡まっ

た糸が更に絡まりあってしまう状態です。この場合、まずは自分がして欲しいことが相手に

きちんと伝わっているかを確認してみることが大切です。「洗濯物はシワを伸ばして干す」

ことを具体的に伝えます。ただ、「ちゃんとシワ伸ばして干してよ！」と命令口調に言われ

ると嫌な気持ちになってしまいます。相手に気持ちよく伝わる言い方を意識して「洗濯物干

してくれてありがとう。シワを伸ばして干すとたたむときに楽なんだ。できればしてもらえ

ない？」と笑顔で言うと、お願いされる側も悪い気はしないでしょう。また、ちょっと話を

聞いて欲しいときは相手にも事前にこころの準備をしてもらうと良いかもしれません。こ

ちらが話す前に「ちょっと話を聞いてくれたら落ち着くから、何も言わずに聞いてもらえな

い？」と言って、話し終わった後「ありがとうスッキリした」と返します。「夫婦なんだか

ら言わなくてもわかる」という声も聞きますし、私たちは言わなくても相手はわかっている

と思いがちですが、実はそこまで相手には伝わっていないことが多いようです。相手がわか

るように伝えることを、まずは意識してみましょう。 

中には「人にお願いしたり、頼ったりすることが難しい」という方もいます。子育てを一

緒にしていくご夫婦やパートナー、家族で助け合える関係性を作っていきたいですが、家族

だから難しい、ということもあります。その際には、気兼ねなく利用できる行政サービスな

どを活用しましょう。また「人に頼ることが難しい」自分の性格を変えたい、という方もい

ます。性格を変えること自体は難しいかもしれませんが、相談することで物事を違った視点

で見ることができます。例えば子どもが言うことをきかずイライラしてしまう方の場合、相

談することで「子どもが言うことをきかないのは満足いくまで遊べていないのかもしれな

い」と違った見方に気づいたり、自分で抱え込んでしんどくなっていた方が相談を通して自

分を客観的に見つめるようになり「全部自分でしようとするとしんどくなるから、これは人

に頼んでみよう」と余裕ができたりします。楽しい嬉しいことだけではなく、大変で時には

辛いこともある“子育て”ですが、それまでの自分の考え方や生き方、周囲との関係性を見直

すきっかけになることもあります。子どもと共に、親も成長していける、今よりもあたたか

い未来を思い描ける、ようなお手伝いができたらと思っています。 


